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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て
７
月

の
祝
日
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
ア
フ
イ
に
ご
み

を
持
ち
込
む
場
合
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆
休
業
す
る
日 

（
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
） 

・
７
月
22
日
（
木
）
海
の
日 

・
７
月
23
日
（
金
）
ス
ポ
ー
ツ
の
日 

※
７
月
19
日
（
月
）
は
、
通
常
ど
お
り

受
付
し
ま
す
。 

※
収
集
車
に
よ
る
収
集
は
通
常
ど
お

り
行
い
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

町
民
課 

町
民
生
活
係 

 

℡ 

74-

２
１
１
５ 

 

エ
コ
ク
リ
ー
ン
ア
フ
イ 

 

℡ 

76-

３
７
０
０ 

    

令
和
３
年
度
の
深
浦
町
平
和
祈
念

祭
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
状
況
を
考
慮
し
開

催
を
中
止
し
ま
す
。 

 

何
と
ぞ
、
ご
理
解
と
ご
了
承
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

 

福
祉
課 

福
祉
ふ
れ
あ
い
係 

 

℡ 

74-

２
１
１
７ 

    

７
月
30
日
（
金
）
は
、
固
定
資
産
税

（
２
期
）
及
び
国
民
健
康
保
険
税
（
１

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◎
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
督
促
状
が
送
付
さ
れ
、
督
促

手
数
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

税
務
課 

収
納
係 

 

℡ 

74-

２
１
１
４ 

     

給
与
所
得
者
（
従
業
員
）
の
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
が 

給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
に
よ

り
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
西
北
地
域
２
市
５
町
と

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
で
は
、
原
則

と
し
て
全
て
の
事
業
主
の
方
に
特
別
徴

収
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は 

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事

業
主
が
従
業
員
に
代
わ
り
、
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き

し
、
納
入
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。 

た
だ
し
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

は
、
市
（
町
）
が
従
業
員
ご
と
の
税
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
の
よ
う
な
税
額
計
算
や
年

末
調
整
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
従
業
員
の
方
に
は
、
納
め
忘

れ
が
な
く
、
納
期
が
年
12
回
の
た
め
普

通
徴
収
の
年
４
回
に
比
べ
て
１
回
当

た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
る
と
い

っ
た
納
税
の
便
宜
を
図
る
目
的
が
あ

り
ま
す
。 

 

□
問
合
せ
先 

 

税
務
課 

 

℡ 

74-

２
１
１
４ 

 

７７
月月
のの
アア
フフ
イイ
へへ
のの  

ごご
みみ
のの
持持
込込
みみ
つつ
いい
てて  

令令
和和
３３
年年
度度
深深
浦浦
町町  

平平
和和
祈祈
念念
祭祭
開開
催催
中中
止止
のの

おお
知知
らら
せせ  

  

納納
税税
のの
おお
知知
らら
せせ  

給給
与与
所所
得得
者者
のの
個個
人人
住住
民民

税税
はは
全全
てて
「「
特特
別別
徴徴
収収
」」
とと

なな
りり
まま
すす  
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
と
ふ
る
さ
と
青

森
県
の
知
識
が
つ
ま
っ
た
便
利
な
県

民
手
帳
が
、
今
年
も
販
売
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
通
常
版
の
他
、「
こ
ぎ

ん
刺
し
模
様
」
と
「
菱
刺
し
模
様
」
の

限
定
版
が
、
数
量
限
定
で
販
売
さ
れ
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
申
込
締
切
日
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
通
常
版 

【
カ
バ
ー
色
（
５
色
）】 

黒
・
紫
・
緑
・
橙
・
赤 

【
価 

格
】 

 
 

６
０
０
円
（
税
込
） 

◆
限
定
版 

【
カ
バ
ー
色
（
２
色
）】 

こ
ぎ
ん
刺
し
模
様
（
紺
）・
菱
刺
し
模
様

（
あ
さ
ぎ
） 

【
価 

格
】 

 

８
０
０
円
（
税
込
） 

◆
申
込
締
切 

 

７
月
28
日
（
水
） 

□
申
込
・
問
合
せ
先 

 

総
合
戦
略
課 

企
画
調
整
係 

 

℡ 

74-

２
１
２
２ 

 

     

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
を
申
し
込
ん
だ
後
、
受
け
取

り
が
可
能
に
な
っ
た
人
へ
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知

書
兼
照
会
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を
同
封
し
た

ご
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
案
内

に
期
限
を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
受
け

取
り
期
限
が
過
ぎ
て
も
ま
だ
カ
ー
ド

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
お
早
め

に
受
け
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。 

◆
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の 

・
通
知
書
兼
照
会
書
（
ハ
ガ
キ
） 

・
本
人
の
通
知
カ
ー
ド 

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の

方
の
み
） 

・
本
人
確
認
書
類
（
次
に
記
載
の
も
の
）

①
次
の
う
ち
１
点 

 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付

き
）
、
運
転
免
許
証
、
運
転
経
歴
証
明
書

（
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
発
行
）
、

各
種
障
害
者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
、
特

別
永
住
者
証
明
書 

な
ど 

②
①
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、「
氏
名
、

生
年
月
日
」
ま
た
は
「
氏
名
、
住
所
」

が
記
載
さ
れ
、
市
区
町
村
長
が
適
当
と

認
め
る
書
類
２
点
以
上 

（
例
）
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
社

員
証
、
学
生
証
、
預
金
通
帳
、
医
療
受

給
者
証 

◆
受
け
取
り
の
注
意 

・
岩
崎
支
所
ま
た
は
大
戸
瀬
支
所
で
も

交
付
可
能
で
す
。
交
付
場
所
変
更
に
は

カ
ー
ド
の
移
動
等
が
必
要
に
な
る
の

で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

・
15
歳
未
満
の
方
ま
た
は
成
年
被
後

見
人
に
対
し
て
は
、
直
接
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
法
定
代
理
人

が
必
ず
同
行
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
代
理
人
に
よ
る
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

の
場
合
の
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て

は
、
本
人
及
び
代
理
人
と
も
に
２
点
必

要
に
な
り
ま
す
（
１
点
は
顔
写
真
付
き

が
望
ま
し
い
）
。
ま
た
、
代
理
権
の
確
認

書
類
、
診
断
書
等
も
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
運
転
免

許
証
と
同
様
に
「
公
的
な
身
分
証
明

書
」
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の
中
で
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
大

変
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。
町
で
は
、
町

民
課
窓
口
の
ほ
か
、
岩
崎
支
所
及
び
大

戸
瀬
支
所
窓
口
で
職
員
に
よ
る
無
料

の
顔
写
真
撮
影
、
申
請
手
続
き
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し

ょ
う
。 

□
問
合
せ
先 

町
民
課 

総
合
窓
口
係 

℡ 

74-

２
１
１
５ 

    

農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
が
、
耕
地

の
利
活
用
状
況
及
び
農
作
物
の
作
柄

等
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

個
人
所
有
の
農
地
等
に
身
分
証
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
立
ち
入
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
調
査
実
施
期
間 

令
和
３
年
６
月
～
11
月 

□
問
合
せ
先 

 

農
林
水
産
省
東
北
農
政
局 

青
森
県
拠
点(

統
計
チ
ー
ム
） 

℡ 

０
１
７-

７
３
４-

５
５
１
１ 

農
林
水
産
課 

農
業
振
興
係 

℡ 

74-

４
４
１
１ 

「「
２２
００
２２
２２
年年
版版
青青
森森
県県

民民
手手
帳帳
」」
予予
約約
受受
付付
中中
！！  

ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
カカ
ーー
ドド
のの
交交

付付
予予
定定
通通
知知
のの
期期
限限
がが
過過
ぎぎ

てて
いい
てて
もも
受受
けけ
取取
れれ
まま
すす  

令令
和和
３３
年年
度度
作作
物物
統統
計計  

調調
査査
実実
施施
のの
おお
知知
らら
せせ  
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深
浦
町
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１

回
、
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
、
荒
廃

農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
、
違
反
転
用

の
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
、
町
内
全

て
の
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
巡

回
し
、
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

 

農
地
所
有
者
や
農
地
を
借
り
て
耕

作
さ
れ
て
い
る
方
は
、
草
刈
り
を
行
う

等
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

遊
休
農
地
及
び
、
遊
休
農
地
化
の
お

そ
れ
が
あ
る
農
地
所
有
者
等
に
対
し

て
は
、「
利
用
意
向
調
査
」
を
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
調
査
地
域 

深
浦
町
全
域 

◆
調
査
期
間 

７
月
下
旬
～
９
月
上
旬
ま
で
の
約

２
か
月
間 

◆
調
査
者 

深
浦
町
農
地
利
用
状
況
調
査
員 

※
調
査
に
際
し
、
農
地
所
有
者
の
立
ち

会
い
は
不
要
で
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

農
業
委
員
会 

 

℡ 

74-

４
４
２
０ 

    

血
液
製
剤
は
保
存
期
限
が
短
く
、
常

に
確
保
し
て
お
く
に
は
年
間
通
じ
て

の
献
血
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

献
血
は
、
健
康
な
方
な
ら
誰
で
も
で

き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
血

液
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
あ
な
た

の
元
気
を
分
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
日 

程 

 

７
月
21
日
（
水
） 

 

黄
金
崎
不
老
ふ
死
温
泉 

（
９
時
～
10
時
） 

 

深
浦
町
役
場 

（
11
時
～
13
時
） 

 

新
深
浦
町
漁
協
大
戸
瀬
本
所 

 
 

 
 
 
 

 

（
15
時
～
16
時
） 

◆
献
血
に
あ
た
っ
て
の
ご
案
内 

・
当
日
は
朝
食
や
昼
食
を
摂
っ
て
く
だ

さ
い
。 

・
献
血
の
種
類
は
４
０
０
ｍ
Ｌ
全
血
献

血
の
み
と
な
り
ま
す
。 

・
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
男
女

と
も
体
重
50
㎏
以
上
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
花
粉
症
な
ど

の
薬
を
服
用
さ
れ
て
い
て
も
献
血
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
以
外
の
薬

に
つ
い
て
も
当
日
お
薬
手
帳
な
ど
を

持
参
い
た
だ
く
と
献
血
の
可
否
を
お

調
べ
し
ま
す
。 

□
問
合
せ
先 

 

 

健
康
推
進
課 

 

℡ 

82-

０
２
８
８ 

    

◆
募
集
住
戸 

①
松
島
団
地 

（
五
所
川
原
市
松
島
町
六
丁
目
地
内
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
Ｄ
Ｋ
…

１
戸(

１
階
玄
関) 

②
新
宮
団
地 

（
五
所
川
原
市
長
橋
字
広
野
地
内
） 

 

木
造
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
１
戸(

１
階
玄

関) 
 

※
申
込
者
及
び
同
居
予
定
者
の
人
数

等
の
制
限
に
つ
い
て
、
①
②
２
名
以
上

か
ら
可
。 

◆
募
集
・
受
付
・
書
類
配
布
・
説
明
期
間 

８
月
２
日(

月)

～
８
月
10
日(

火) 

（
す
べ
て
土
、
日
祝
日
を
除
く
） 

◆
そ
の
他 

入
居
す
る
に
は
入
居
基
準
が
あ
り
、

家
賃
は
所
得
金
額
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す
。 

◆
家 

賃 

①
松
島
団
地
…
１
７
，
７
０
０
円 

～
３
４
，
７
０
０
円
程
度 

②
新
宮
団
地
…
１
５
，
７
０
０
円 

～
３
０
，
９
０
０
円
程
度 

※
①
②
は
令
和
３
年
10
月
１
日
入
居

予
定
で
す
。 

※
駐
車
場
は
原
則
と
し
て
１
住
戸
に

つ
き
１
台
で
す
。
２
台
目
駐
車
場
に
つ

い
て
は
空
区
画
が
あ
る
場
合
の
み
貸

出
し
ま
す
。
駐
車
場
料
金
は
、
家
賃
と

は
別
に
徴
収
し
ま
す
。
冬
期
の
駐
車
場

や
共
用
部
分
の
除
雪
は
入
居
者
の
皆

さ
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

□
申
込
み
・
問
合
せ
先 

青
森
県
県
営
住
宅
等
指
定
管
理
者 

株
式
会
社
サ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 

住
宅
管
理
係 

 

 

℡ 

０
１
７
３-

38-

３
１
８
１ 

（
土
・
日
祝
日
を
除
く
） 

農農
地地
パパ
トト
ロロ
ーー
ルル
（（
農農
地地
利利

用用
状状
況況
調調
査査
））
のの
おお
知知
らら
せせ  

県県
営営
住住
宅宅
入入
居居
者者
募募
集集
のの

おお
知知
らら
せせ  

献献
血血
ババ
スス
巡巡
回回
のの  おお

知知
らら
せせ  



 
  

 

広報ふかうら（お知らせ版）④ 
     

青
森
県
内
で
、
還
付
金
詐
欺
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
５
月
末
現
在
、
県
内
の

特
殊
詐
欺
の
認
知
状
況
は
、
件
数
が
25

件
（
前
年
同
期
比
＋
17
件
）
、
被
害
金

額
が
約
４
，
１
０
６
万
円
（
前
年
同
期

比
＋
約
３
，
４
９
７
万
円
）
と
、
い
ず

れ
も
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
中
で
も

還
付
金
詐
欺
は
、
件
数
が
16
件
、
被
害

金
額
が
１
，
９
７
５
万
円
と
、
認
知
件

数
の
６
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ

は
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
高
い
数

値
で
、
青
森
県
が
特
殊
詐
欺
の
犯
人
グ

ル
ー
プ
に
狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
ま
す
。
被
害
者
は
、
16
人
中

15
人
が
60
歳
代
の
女
性
で
し
た
。 

◆
還
付
金
詐
欺
っ
て
何
？ 

 

還
付
金
詐
欺
と
は
、
市
町
村
職
員
や

金
融
機
関
の
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、

「
介
護
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
」
、

「
還
付
金
の
手
続
き
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
で

き
る
」
、「
操
作
方
法
を
教
え
る
の
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
携
帯
電
話
を

持
っ
て
最
寄
り
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
移
動
し

て
」
な
ど
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
移
動
さ 

せ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
到
着
後
、
電
話
で
入
金

方
法
を
指
示
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
入
金

操
作
で
は
な
く
、
被
害
者
の
口
座
か
ら

犯
人
の
持
っ
て
い
る
口
座
へ
の
振
込

操
作
で
あ
り
、
気
づ
い
た
時
に
は
相
手

の
口
座
に
振
込
が
完
了
し
て
お
り
、
お

金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
詐
欺

の
事
で
す
。 

 

深
浦
町
役
場
で
は
、
介
護
保
険
料
の

還
付
の
た
め
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
指

示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◆
注
意
点 

・
特
殊
詐
欺
は
誰
で
も
被
害
に
あ
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
自
分
は
だ
ま
さ

れ
な
い
、
大
丈
夫
」
と
い
う
油
断
が
一

番
危
険
で
す
。 

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
お
金
を
受
け
取
る
手
続

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続

き
が
で
き
る
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
」
は

詐
欺
で
す
。 

・「
○
○
役
場
の
△
△
」
と
役
場
職
員
の

名
前
を
名
乗
り
ま
す
が
、
電
話
番
号
は

非
通
知
で
、
自
宅
の
固
定
電
話
に
か
け

て
き
ま
す
。
相
手
の
番
号
が
表
示
さ
れ

な
い
場
合
は
詐
欺
で
す
。 

・
電
話
を
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し

て
い
る
方
を
見
か
け
た
ら
、
詐
欺
の
被

害
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
還
付
金
の 

手
続
き
で
す
か
？
」
な
ど
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。 

 

保
険
料
に
つ
い
て
不
審
な
電
話
が

あ
り
、
「
お
か
し
い
な
？
」
「
本
当
か

な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
直
ち
に
深
浦
町

役
場
福
祉
課
ま
た
は
鯵
ヶ
沢
警
察
署

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

□
問
合
せ
先 

 

福
祉
課 

 

℡ 

74-

２
１
１
７ 

 

鯵
ヶ
沢
警
察
署 

 

℡ 

０
１
７
３-

72-

２
１
５
１ 

    

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
で
は
、

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。 

◎
一
般
曹
候
補
生 

◆
応
募
資
格 

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
33
歳
未
満
の
者 

◆
１
次
試
験
日 

９
月
17
日
（
金
）
～
19
日
（
日
）
の

う
ち
指
定
す
る
１
日 

◆
受
付
期
間 

 

７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
６
日
（
月
）

◎
自
衛
官
候
補
生 

◆
応
募
資
格 

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
33
歳
未
満
の
者 

◆
試
験
日 

男
子
…
９
月
25
日
（
土
）
、
26
日

（
日
）
も
し
く
は
10
月
２
日
（
土
）
、
３

日
（
日
） 

 

女
子
…
10
月
１
日
（
金
） 

◆
受
付
期
間 

７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
６
日
（
月
）

◎
航
空
学
生 

◆
応
募
資
格 

・
海
上
自
衛
隊
…
令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者 

・
航
空
自
衛
隊
：
令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者 

◆
１
次
試
験
日 

９
月
20
日
（
月
・
祝
） 

◆
受
付
期
間 

７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
９
日
（
木
）

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

□
問
合
せ
先 

 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部 

 

五
所
川
原
地
域
事
務
所 

℡ 

０
１
７
３-

35-

２
３
０
５ 

 

介介
護護
保保
険険
料料
のの
還還
付付
金金
詐詐

欺欺
にに
注注
意意
！！
青青
森森
県県
がが
狙狙

わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
！！  

令令
和和
３３
年年
度度  

自自
衛衛
官官
募募
集集
案案
内内  



   

広報ふかうら（お知らせ版）⑤ 

    

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
り
、
全

国
で
毎
年
約
20
人
が
亡
く
な
り
、
約

１
，
０
０
０
人
が
４
日
以
上
仕
事
を
休

ん
で
い
ま
す
。
熱
中
症
予
防
対
策
の
徹

底
の
た
め
、
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症 

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。 

・
暑
さ
指
数(

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値)

を
把
握

し
、
数
値
に
応
じ
て
作
業
の
計
画
を
た

て
ま
し
ょ
う
。 

・
冷
房
を
備
え
た
休
憩
場
所
な
ど
、
涼

し
い
休
憩
場
所
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。 

・
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
定
期

的
に
水
分
・
塩
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。 

・
少
し
で
も
様
子
に
異
常
を
認
め
た
と

き
は
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
病
院
に

搬
送
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
病
院
に
搬

送
す
る
ま
で
は
一
人
き
り
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
詳
し
い
予
防
対
策
は
「
ク
ー
ル
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
検
索
。 

□
問
合
せ
先 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
監
督 

 

℡ 

０
１
７
３-

35-

２
３
０
９ 

    

バ
リ
ト
ン
歌
手
と
二
人
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
に
よ
る
、
県
立
美
術
館
初
の
歌
を

メ
イ
ン
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。 

◆
演
奏
曲 

 

歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り 

 

カ
ル
メ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
２
台
ピ

ア
ノ
編
） 

 

ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄 

 

他 

◆
日 

時 

 

８
月
28
日(
土) 

 

開
場
…
17
時
30
分 

開
演
…
18
時 

◆
場 

所 

青
森
県
立
美
術
館
ア
レ
コ
ホ
ー
ル 

（
青
森
市
安
田
字
近
野
１
８
５
） 

◆
料 

金 
 

一
般
…
２
，
０
０
０
円 

高
校
生
以
下
…
１
，
０
０
０
円 

（
全
席
指
定
、
当
日
券
な
し
） 

◆
申
込
み 

・
発
売
日 

７
月
19
日(

月)

10
時
～ 

チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
カ
ン
フ
ェ
テ
ィ

の
ウ
ェ
ブ
ま
た
は
電
話 

 

℡ 

０
１
７-

７
８
３-

５
２
４
３ 

□
問
合
せ
先 

県
立
美
術
館
公
演
ペ
ー
ジ 

w
w
w
.
a
o
m
or
i-

m
u
s
e
u
m
.
jp
/j
a
/
e
v
e
n
t/
20
2
1
0
8
2
8 

青
森
県
立
美
術
館 

℡ 

０
１
７-

７
８
３-

５
２
４
３ 

     

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は

毎
年
継
続
し
て
、
不
動
産
登
記
に
お
け

る
土
地
の
分
筆
登
記
、
建
物
表
題
登
記

等
や
土
地
の
境
界
問
題
に
お
け
る
電

話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

家
を
新
築
し
た
、
家
を
増
改
築
し

た
、
土
地
を
分
け
た
い
場
合
な
ど
の
登

記
手
続
き
、
土
地
の
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
ご
相
談
を
承
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

 
７
月
30
日
（
金
） 

 
10
時
30
分
～
15
時 

□
問
合
せ
先 

 

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

 

℡ 

０
１
７-
７
２
２-

３
１
７
８ 

     

五
所
川
原
法
人
会
で
は
、
「
テ
レ
ワ

ー
ク
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
並
び
に
「
税
務

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。 

◎
「
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」 

-

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
活
用
の
ウ
ェ
ブ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
入
門- 

◆
日 

時 

 

８
月
３
日
（
火
）
13
時
30
分
～ 

◆
講 

師 

 

（
株
）
テ
ク
ノ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

推
進
部 

千
葉
修
一 

◎
「
税
務
セ
ミ
ナ
ー
」 

 
-

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て- 

◆
日 

時 

 

８
月
19
日
（
木
）
13
時
30
分
～ 

◆
講 

師 

 

税
理
士 

田
中
久
義 

◎
会 

場 

 

五
所
川
原
市
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー 

◎
募
集
定
員 

20
名
（
先
着
順
） 

◎
受
講
料 

無
料 

□
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

五
所
川
原
法
人
会 

 

℡ 

０
１
７
３-

35-

１
８
２
２ 

職職
場場
でで
のの
熱熱
中中
症症
予予
防防
対対
策策

のの
徹徹
底底
をを
図図
りり
まま
しし
ょょ
うう  

アア
レレ
ココ
ホホ
ーー
ルル
定定
期期
演演
奏奏
会会  

２２
００
２２
１１
「「
今今
、、
心心
のの
歌歌
をを
。。」」

  

～～
一一
つつ
のの
声声
とと  

二二
つつ
のの
ピピ
アア
ノノ
でで
紡紡
ぐぐ
～～  

表表
示示
登登
記記
無無
料料
電電
話話
相相
談談

実実
施施  

「「
テテ
レレ
ワワ
ーー
クク
推推
進進
セセ
ミミ

ナナ
ーー
」」「「
税税
務務
セセ
ミミ
ナナ
ーー
」」
開開

催催
のの
おお
知知
らら
せせ  



  
広報ふかうら（お知らせ版）⑥ 
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■「後期高齢者医療被保険者証の一斉更新」について 

令和３年８月１日は被保険者証の更新日です。新しい被保険者証は７月下旬に郵送しますの

で、お手元に届きましたら記載内容をご確認ください。期限の切れた被保険者証は破棄するか

返還してください。 

※令和２年中の所得状況によって、８月１日から医療機関窓口での自己負担割合が変わる場合

があります。 

※新しい被保険者証の有効期限内であっても、所得や世帯構成の変更、国による自己負担割合

の見直し（令和４年１０月以降を予定）などにより、自己負担割合に変更が生じた場合には、

改めて更新されます。 

 

■「限度額適用・標準負担額減額認定証」及び「限度額適用認定証」について 

被保険者で住民税非課税世帯の方は、医療機関の窓口に「限度額適用・標準負担額減額認定

証」を提示すると、一つの医療機関への医療費の支払いが、高額療養費の自己負担限度額まで

となり、入院時には食事代が減額されます。 

また、被保険者で同じ世帯に住民税課税所得金額が１４５万円以上６９０万円未満の被保険

者がいる方は、医療機関の窓口に「限度額適用認定証」を提示すると、一つの医療機関への医

療費の支払いが、高額療養費の自己負担限度額までとなります。 

現在これらの認定証を交付されている方で、所得状況等によって引き続き認定される方に

は、８月から使用する新しい認定証を 7月下旬に郵送しますので、更新手続の必要はありませ

ん。 

新たにこれら認定証の交付を希望する方は、被保険者証と印鑑を持参の上、福祉課または両

支所で手続きしてください。 

 

■「令和３年度の保険料」について 

      

均 等 割 額 
［被保険者全員が納める額］ 

＋ 
所 得 割 額 

［所得に応じて納める額］ 
＝ 

保険料額 
(限度額６４万円) 

４４，４００円 基礎控除後の所得（※１）×８．３０％  

◎均等割額、所得割率はこれまでと変わりません。 

 

※１ 基礎控除後の所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除額（４３万円）を差し引いた額

です。 

後後期期高高齢齢者者医医療療被被保保険険者者ののみみななささままへへ  

広報ふかうら（お知らせ版）⑧ 



  
■令和３年度保険料の軽減措置について 

◆所得が低い方の軽減 

・同一世帯内の被保険者及び世帯主の所得額の合計に応じて、均等割額の軽減が受けられま 

す。令和３年度は次のとおりとなります。 

令和２年度  令和３年度 
世帯の所得額の合計 軽減割合 世帯の所得額の合計 軽減割合 

３３万円以下 ７．７５割 
４３万円＋１０万円×

（給与所得者等（※1）の

数－１）以下 
７   割 

３３万円以下かつ被保

険者全員の年金収入が

年額８０万円以下（そ

の他の各種所得がな

い） 

７   割    

３３万円＋（２８．５ 
万円×被保険者の数） 
以下  

５   割 

４３万円＋（２８．５万円

×被保険者の数）＋１０万

円×（給与所得者等（※1）
の数－１）以下  

５   割 

３３万円＋（５２万円×

被保険者の数）以下  
２   割 

４３万円＋（５２万円×被

保険者の数）＋ 
１０万円×（給与所得者等

（※1）の数－１）以下  

２   割 

※1 給与所得者等（給与所得を有する者または、公的年金等に係る所得を有する者が２人以上

いる世帯に適用） 

 

■被用者保険の被扶養者であった方の軽減 

・後期高齢者医療に加入してから２年間は、均等割額が５割軽減されます。 

・所得割額の負担はありません。 

■被用者保険とは、全国健康保険協会管掌健康保険、船員保険、健康保険組合、共済組合など

です。 

■世帯の所得が低い方は、より高い均等割額の軽減（７割軽減）が受けられます。 

■「保険料の減免等」について 

災害、倒産、失業など特別な事情によって納付が困難な場合や、新型コロナウイルス感染症

の影響により、主たる生計維持者の収入減少が見込まれる場合は、申請によって保険料の減免

等が認められることがありますので、ご相談ください。 

 

□問合せ先  福祉課 ＴＥＬ ７４－２１１７ 

青森県後期高齢者医療広域連合 ＴＥＬ ０１７－７２１－３８２１ 
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■採用試験 令和３年９月１９日（日）実施  

受付期間：７月１２日（月）～８月２７日（金） 
職 種 採用予定人員 受験資格 

看護師・助産師 １０名程度 昭和５７年４月２日以降に生まれた方

で左記職種の免許を有する方または令

和４年４月３０日までに免許を取得す

る見込みのある方 

薬剤師 ２名程度 
診療放射線技師 １名程度 
臨床検査技師 ３名程度 
作業療法士 １名程度 

■採用日 

 令和４年４月１日 
 ※詳細は、つがる西北五広域連合ホームページ（http://www.tsgren.jp/）をご確認くださ

い。 
□申込・問合せ先 

 つがる西北五広域連合病院運営局人事課 
 住所 〒０３７－００７４ 青森県五所川原市字岩木町１２番地３ つがる総合病院３階 
 ＴＥＬ ０１７３－２６－６３６３（内線２３２７） 
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令令和和３３年年度度つつががるる西西北北五五広広域域連連合合  

病病院院事事業業医医療療職職員員採採用用試試験験（（第第２２回回））  



発発令令さされれるる避避難難情情報報がが変変わわりりままししたた！！  
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次ページへ進む 



  
広報ふかうら（お知らせ版）⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難情報が変更になったことにより、毎戸配布済の青森県防災ハンドブック「あおもりお

まもり手帳」の内容が一部改訂されましたので、次の内容の該当部分を切り取り張り付ける

などしてご使用ください。 
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http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kikikanri/bosaikikikanri/bos ai_handbook.html 
 

電子ファイルをご希望の方は、上記ＵＲＬまたはＱＲコードからＨＰへ 
アクセスして、取得してください。 

□問合せ先 

 総務課 防災係 ＴＥＬ ７４－２１１２ 
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◆◆申申請請手手続続きき  

①町へ「深浦町飲食店感染防止対策認証申請書（様式第１号）」及び「食品衛生法 

に基づく営業許可証の写し」を提出する。 

②町からの現地調査（店内チェック）を受け、１５項目の基準をクリアした飲食店 

 が深浦町から認証書を受領し、店内に掲示する。 

※ 基準をクリアできない飲食店には認証書及び補助金は交付できません。 

③飲食店から町へ「申請書兼請求書（様式第 1号）」「実績報告書（様式第 2号）」 

「設備設置後の写真」「宛名のある領収書・レシート等の写し」を提出する。 

◆◆補補助助金金支支給給例例  

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

  (1)原則、県補助金を活用し購入した物品等を再度町の補助金に充てることはできま 

せんので、県補助金で購入する物品、町補助金で購入する物品と分けて申請くだ 

さい。（一部、県補助と町補助を併用できる物品もあります。ご相談ください） 

(2)リース・改修費等は対象外となります。 

お問合せ先：深浦町観光課商工振興係  

電   話：７４－４４１２ 
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～～安安全全・・安安心心～～  

  
  

  
  

  

  

深浦町飲食店感染防止対策認証取得促進事業費補助金  
  

  

  
  

  

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症防防止止対対策策をを適適切切にに  

実実施施ししてていいるる飲飲食食店店をを町町がが応応援援ししまますす！！  

  ＜町町がが最最大大１１００万万円円補補助助＞＞ 

◆◆補補助助対対象象要要件件  
「「深深浦浦町町飲飲食食店店感感染染防防止止対対策策認認証証店店舗舗」」のの認認証証をを受受けけたた飲飲食食店店  

(1)深浦町飲食店感染防止対策認証基準（１５項目）をクリアした飲食店であること。 

(2)深浦町飲食店感染防止対策認証取得促進事業費補助金交付要綱第２条の条件を 

満たしていること。 

  ※ あおもり飲食店感染防止対策認証取得促進事業費補助金を活用した事業者も対象 

   となります。（詳しくは、町観光課までお問い合わせください） 

◆◆補補助助対対象象外外  
    店内で飲食することを主たる目的とする設備を有しない飲食店 

  （テイクアウト型、デリバリー型等） 

例１）総事業費：20 万円の場合 

     町補助金：10 万円（上限 10 万円のため） 

     自己負担：10 万円 

例２）総事業費：8万円の場合 

     町補助金：8万円 

     自己負担：0円 
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